
イヤイヤ期の対応としても、言葉は重要
です。どんな言葉を使って、気持ちに共感し、

状況説明をするかということが、成長や発達にも関わって
きます。そのことを踏まえ、今回は「副詞」に注目してみ
ましょう。

意識して使うと効果大!

副詞のチカラ

▮遊びのときに使ってみよう!
□もうちょっと(もう少し)だね …自分を励ます
□もしかしたらできるかも …ワクワクする
□そーっとそーっと …焦る自分を抑える
□綺麗に(きちんと)並んでいるね …丁寧さ、気持ち良さ
□奥はどうなっているかな …位置、空間把握能力

▮様子を表す言葉／オノマトペ
□にこにこ／ドキドキ／ごつごつ／つるつる／ちょきちょき
じゃーじゃー／ぽつぽつ／もぐもぐ／ゴシゴシ など

□桜がひらひら舞う／象がのっそり歩く／海がきらきら光る
うさぎがぴょんぴょん跳ぶ／蟻がぞろぞろ歩く など

▮感覚の言葉も!

□「熱くなってきたね」「冷たーい」(触覚、肌感覚)
□「やわらかい」「固くって切れない」(食事の感覚)
□「甘いけど少しすっぱいね、このいちご」(味覚)
□「葉っぱの匂いだね」「海の香りがするね」(嗅覚)
□「遠いかな、もう少し近くに来てね」(視覚)
□「かりかりっ」「もぐもぐ」「びゅーん」(聴覚)


